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ウエアラブル全固体電池の研究開発

薄く軽く折りたためて、安心してまとえる、やさしい蓄電池を目指して

▶ 「蓄電池があることを感じさせない」ウェアラブル全固体電池の研究開発に取
り組んでいます

▶ まずは、折れても発火せずに放電するフレキシブル全固体電池を試作しました

▶ 安心・安全のウエアラブル全固体電池をさまざまな形態で提案していきます

ウエラブル全固体電池の概要

■LIBは固く折り曲げられないため、身体動作に影響を与える

ことがあるので、ウエアラブル用の柔軟な液系LIBが、この

10年近くにわたり研究開発されてきました。

■全固体電池の研究開発は、小容量のIoT用酸化物系と大容量

の車載用硫化物系が主流です。私達は、それらの中間に位

置してモバイル用から電動自転車程度のウエアラブルデバ

イスに適した蓄電容量の研究開発を進めています。

フレキシブル全固体電池の内部構造

市販の部材や高汎用性の素材で試作したフレキシブル全固体電池
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ウエアラブル
全固体電池

■屈曲による内部短絡を防止するため、正極と負極の間に支持材としてのガ

ラスクロスを正負極それぞれの活物質に触れないように包埋することで、

充電時にリチウム金属の析出を抑え、折っても放電できるようになり、発

火のリスクが少なくなりました。

■従来の液系LIBと同等の体積エネルギー密度を達成しました。社会実装を目

指して、耐久性や性能を向上させていきます。

50mm×40mm×0.25mm, 25mAh

440 mAh
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